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１ 

１．研究の背景と目的 

 近年のポジティブ心理学において、パフォーマンスの獲得を支える要素として、長

期的な目標への粘り強さである「 Grit」、能力の拡張性を信じる「 Growth 

mindset」、そして特定の活動への強い没頭である「情熱」の 3 要素が注目されてい

る（Sigmundsson, 2023）。しかし、大学トップレベルのレスリング競技という、極

めて過酷な身体的・精神的負荷を伴うスポーツにおいて、これらの変数が具体的にど

のようなメカニズムで競技力に結びついているのかについては、未だ十分な知見が得

られていない。 

 そこで本研究では、大学生レスリング選手を対象に Grit、Growth mindset および

情熱が競技力に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした。特に、先行研究に基づ

き、これらの心理的特徴が直接的に競技力を規定するか解明することを目指した。 

 

2. 研究方法 

 大学生レスリング選手（n=208、平均競技経験年数 11.3 年）を対象に質問紙調査を

実施した。測定尺度は、Gritは GRIT-S、Growth mindsetは 8-item scale assessing 

Growth mindset、そして情熱は The eight Passion for Achievement Scale を用い

た。競技力については、「大学入学後の最高実績」に基づき、順序尺度化して用いた。

分析では、まず各変数間の相関分析を行い、次いで競技実績を従属変数とした重回帰

分析（強制投入法）を行った。最終的に、得られた知見を統合した因果モデルを構築

し、構造方程式モデリング（SEM）による検証を行った。 

 

3. 結果 

 相関分析の結果、心理的特徴（Grit、Growth mindset、情熱）の間には相互に有

意な正の相関が認められ、適応的な心理構造の連鎖が確認された。しかし、競技実績

と有意な正の相関を示したのは、心理的要因の中では「情熱」のみであった。属性要

因では「学年」および「競技経験年数」の関連が確認された。重回帰分析の結果（R

２ = .209）、競技実績を正に規定していたのは、学年（β= .300, p < .001）、情

熱（β = .283, p < .001）、競技経験年数（β = .163, p = .016）の 3 変数であ

り、Grit（β = -.060, p = .405）および Growth mindset（β = -.039, p = .703）

の直接効果は有意ではなかった。 

 先行研究と結果に基づき、「GM・Grit →情熱→競技力」という媒介モデルを仮定

し、SEM による検証を行った。その結果、本モデルは良好な適合度を示し、大学生レ

スリング選手において Grit や Growth mindset といった心理的資質は、競技に対す

る高い「情熱」へと集約されることで競技力へと波及する構造が明らかとなった。 

 

4. 考察 

 本研究では Grit や Growth mindset が直接競技力を規定せず、情熱を介して作用

するという「媒介構造」を同定することができた。Grit が直接効果を示さなかった

背景には、レスリングにおいては、激しい身体的接触や試合前の厳しい減量という身

体的及び精神的にも負担の大きいな環境下で高いパフォーマンスを維持し、実績を



  

２ 

積み上げるためには、単なる努力の粘り強さの Grit だけでは不十分であり、その努

力を「目標達成」へ変換する情熱が必要であったと考えられる。 

 

5. 結論 

 大学生レスリング選手の心理的メカニズムは Grit と Growth mindset を心理的土台

とし、情熱を介し競技力へと促進されるという階層的な構造を持つことが明らかとな

った。また考え方を変えると競技力に影響を及ぼす情熱は Grit と Growth mindset を

成長させることで競技力に影響を与える可能性があり、情熱は育てることが出来るこ

とが示唆された。 
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